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。住宅IMI..公団の側主・1のうち'"のところ， .. 凶嗣紀寺舗努富JI笹木中霊A、
鳥見c.o西大 智駅前期 第ニ)、
ゆn~第二掴幡、発問岡地'-T目・二T[J 三丁日〉
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el1'01:/'.:O:准男野氏名
電z・"ゴミの-
自宅付近の目桓仰をお
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〈例〉

左京玉丁目2暑の
C白 です
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収集お顧いします

C白の近〈です
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西部公民館文化祭
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風しんの予防築僅を・別方式で行ドま

す.癒種斜盆U，I，-Mです.
〈町内山 111-111 '" 9 
月'"全審れの子(温銅..湿り.す)

酬..判"ト 刊岬刊副生

きれの子(以前に通知..送付濁" たど

し今t"，:.しんの予闘機種を受"t:子
且しんに仲。だ子IJl提げられJ~I. .) 

〈筆闇〉歯7創刊."同咽 a
"祖師岡町時四時"

噌 酔 "".に齢制叫に凶幽.

.選句奮すので通知・.縛勺て思録医療

健闘1:1ヲき 望号種目を予動し予惨馬会もら

。て〈だ~". 
予約Bには温知・と予..母子健康

時 金持って子H の闘糟のよ〈わ

かる人が同行してくだSぃ.
醐・帥いと受けられまぜんので司F

.，判周'"畑岨λ肘どで温同
噛叫い人U 判官輔自由Lて

〈だきい.

一一

mg四番町叩咽

..回附脹こ臨じ<T_

むし・や歯槽..入札.，ピS也ロに闘

す~<.-Æ!ごとのある人oJ:kIU 伺録して〈

I!~きい.

" .ー附'"附."測~正午 惨と
ころ 悶醐セント 明 暗

叫の人と制措 同し帥…闘で

凋金ンターへ. 

. 闘が岬

..  ん開亡事11""柑 Lてい付 .
4陣懇.がんががんによる死亡の L位を
占めるもの企予曹きれます.

年に一度".がん検.，，，.'，..事期鍾見

し帥酬に鯵のま L.~ . 

" .ところ…蛮1 ・咽 咽批
の人 L帳削除" 同 盆母'阪のみは
醐内問R阿醐輔検査真駒酎"

更。駒内情書喜代JOOf'l). 1'0隈以よ目

指標覆 住民包帯限俊量修は移5代伺み.

'"込み時0・し幽.，

・…問時開見を・'"市崎~lliH'

.の回程で実‘Lます.
結績は・.. 除する病気でま旬発盆ド他傘
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